
    

　
四
月
の
最
後
の
土
曜
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
青
空
が
テ

ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
町
の
上
に
も
広
が
っ
た
。
さ
あ
、
リ
ン

ゴ
や
プ
ラ
ム
の
白
い
花
が
咲
く
野
原
へ
、
森
へ
、
と
弾
む

気
持
ち
と
足
を
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
、
今
日
は
ま
ず
、「
リ

ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
だ
、
と
、
一
万
五
千
人
が
旧

市
街
の
ほ
う
に
向
け
た
。 

　
春
と
秋
の
年
二
回
、
市
の
商
工
業
者
組
合
が
主
催
す
る

こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
地
域
の
産
物
を
市
民
や
観
光
客
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
野
菜
や
花
、
パ
ン
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
蜂
蜜
、
ワ
イ
ン
、
菜
種
油
、
陶
器
や
編
み
か
ご
な

ど
、
あ
わ
せ
て
七
五
の
地
元
生
産
者
の
屋
台
が
広
場
や
通

り
を
埋
め
る
。
こ
の
春
で
八
回
目
、
市
民
に
は
も
う
お
な

じ
み
。
だ
が
、
あ
、
今
度
の
は
、
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
な
、
と
、

誰
も
が
感
じ
と
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

　
街
の
中
心
、
市
役
所
の
前
の
広
場
で
は
、
青
い
シ
ャ
ツ

に
青
い
帽
子
の
パ
ル
マ
ー
市
長
が
、
市
民
が
自
宅
の
照
明

器
具
か
ら
外
し
て
き
た
電
球
と
省
エ
ネ
ラ
ン
プ
を
交
換
し

て
い
る
。
市
の
水
・
ガ
ス
・
電
力
供
給
公
社
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
同
社
特
産
の
ク
リ
ー
ン
電
力
の
契
約
勧
誘
に
忙
し
い
。

市
と
周
辺
自
治
体
が
共
同
運
営
す
る
気
候
保
全
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
の
テ
ン
ト
の
下
で
は
、
既
存
住
宅
の
省
エ
ネ

改
造
や
省
エ
ネ
暖
房
設
備
の
相
談
会
。
家
電
の
消
費
電
力

量
測
定
器
の
無
料
貸
し
出
し
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
教
習

会
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
中
。
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協

会
や
環
境
自
然
保
護
団
体
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
は
っ
て
い
る
。 

　
そ
し
て
、
市
役
所
二
階
の
議
場
は
、
地
元
の
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
協
会
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「
気
候
に
や
さ
し
く

食
べ
る
」
一
日
レ
ス
ト
ラ
ン
。
歴
史
的
建
造
物
の
太
い
柱

や
梁
、
寄
せ
木
細
工
の
床
、
白
い
リ
ネ
ン
の
ク
ロ
ス
を
か

け
た
テ
ー
ブ
ル
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
老
舗
の
よ
う
な
雰
囲

気
で
、
客
を
迎
え
入
れ
る
。 

　
朝
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
、
パ
ン
、
チ
ー
ズ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

野
原
の
果
樹
に
実
っ
た
（
つ
ま
り
大
規
模
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
栽
培
で
は
な
い
）
果
実
の
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
。
昼

食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
羊
肉
の
煮
込
み
、
パ
ス
タ
、
豆
、
野
菜
の

郷
土
料
理
。
い
ず
れ
も
地
元
の
有
機
農
場
で
飼
育
・
栽
培

さ
れ
た
も
の
を
素
材
に
、
有
機
認
証
を
持
つ
地
元
の
加
工

業
者
が
仕
上
げ
た
ス
ロ
ー
な
食
べ
も
の
だ
。
こ
う
い
う
も

森
　

惠
　W

ritten by M
egum

i M
ori

photo: Erich Sommer 
自転車に乗ってリージョナル・マーケットへやってきた
坊やに省エネランプを差し出すボリス・パルマーさん。「脱
石油」を掲げて市内を自転車で走り回ってテュービン
ゲン市長に当選した35歳、緑の党所属。市民の先頭に
立って二酸化炭素ダイエットを実践する 

「
気
候
に
や
さ
し
く
食
べ
る
」
レ
ス
ト
ラ
ン
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じ
み
。
だ
が
、
あ
、
今
度
の
は
、
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
な
、
と
、

誰
も
が
感
じ
と
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

け
た
テ
ー
ブ
ル
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
老
舗
の
よ
う
な
雰
囲

気
で
、
客
を
迎
え
入
れ
る
。 

の
を
ふ
だ
ん
食
べ
て
い
れ
ば
、
よ
り
健
康
に
、
よ
り
安
全

に
、
大
気
や
土
や
水
へ
の
負
荷
も
少
な
く
暮
ら
せ
る
ん
だ

…
客
た
ち
は
「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
」
体
験
を
す
る
。 

　「
気
候
に
や
さ
し
く
食
べ
る
」
レ
ス
ト
ラ
ン
が
売
り
上

げ
た
一
食
ご
と
に
一
ユ
ー
ロ
が
市
内
の
高
校
の
環
境
保
護

ク
ラ
ブ
に
寄
付
さ
れ
、
い
ず
れ
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
何

枚
か
と
な
っ
て
高
校
の
屋
根
の
上
に
青
く
輝
く
は
ず
だ
。 

     

　
こ
の
春
の
一
日
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
市
が
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
相
乗
り
す
る
か
た
ち
で
展
開
し
た
の

は
、
同
市
の
気
候
保
全
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
テ
ュ
ー
ビ
ン

ゲ
ン
は
青
い
こ
と
を
す
る
」
の
ス
タ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
だ
っ
た
。
そ
の
目
標
は
、
今
日
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
一
〇
％
削
減
す
る
こ
と
。
最
終

的
に
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
八
万
五
千
の
市
民
一
人
当

た
り
の
年
間
排
出
量
を
三
ト
ン
に
し
、
七
〇
％
削
減
を
達

成
す
る
こ
と
。 

　
今
日
の
よ
う
な
青
空
を
、
青
い
惑
星
を
、
次
世
代
に
手
渡

し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
を
二
酸
化
炭
素
低
排
出
型
に
ス

イ
ッ
チ
し
て
い
く
行
動
の
す
べ
て
が
「
青
い
こ
と
」。
そ
れ

ほ
ど
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
家
計
も
市
の
歳
出
も

節
約
で
き
る
。
初
期
投
資
が
必
要
な
「
青
い
こ
と
」
で
あ
っ

て
も
、
い
ず
れ
元
が
取
れ
る
。
地
域
経
済
の
健
康
な
発
展
に

も
貢
献
で
き
る
。
そ
う
言
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
一
月
の
就
任

以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
青
い
こ
と
」
を
実
践
し
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
に

市
民
に
伝
え
て
も
き
た
パ
ル
マ
ー
市
長
は
、
二
酸
化
炭
素

ダ
イ
エ
ッ
ト
・
メ
ニ
ュ
ー
の
な
か
か
ら
例
を
挙
げ
て
い
く
。 

　
既
存
住
宅
を
断
熱
し
、
高
効
率
の
暖
房
・
給
湯
設
備
に

替
え
る
（
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
率
二
〇
％
）、
市
内
を
流

れ
る
川
で
発
電
し
た
ク
リ
ー
ン
電
力
を
使
う
（
同
一
八
％
）、

バ
ス
や
自
転
車
で
通
勤
・
通
学
す
る
（
同
四
％
）
…
。 

　
で
は
、
い
っ
た
い
、
い
ま
の
私
の
暮
ら
し
か
ら
ど
れ
ぐ

ら
い
の
二
酸
化
炭
素
が
出
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
す

れ
ば
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
「
二

酸
化
炭
素
計
算
表
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
よ
い
。
質
問
に

答
え
て
い
く
う
ち
に
「
私
の
二
酸
化
炭
素
数
値
」
が
算
出

さ
れ
、
計
算
表
が
示
す
「
こ
の
よ
う
な
生
活
行
動
だ
か
ら
、

こ
れ
だ
け
出
る
」
と
い
う
指
標
値
を
、「
こ
う
す
れ
ば
こ
れ

だ
け
減
る
」
と
読
み
替
え
れ
ば
い
い
わ
け
だ
。 

　
い
ま
、
ド
イ
ツ
人
が
家
庭
生
活
す
る
な
か
で
排
出
す
る

二
酸
化
炭
素
は
一
人
当
た
り
年
間
一
〇
・
八
八
ト
ン
。
そ

の
一
五
％
が
食
生
活
か
ら
の
一
・
六
五
ト
ン
だ
。
そ
れ
を

一
〇
％
な
り
二
〇
％
な
り
減
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
煮
炊
き
の
火
を
節
約
す
る
？
　
い
や
、
そ
れ
も
一

つ
だ
が
、
食
品
が
台
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
ま
で
に
投
入
さ

れ
た
間
接
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
問
題
な
ん
だ
、

と
、「
二
酸
化
炭
素
計
算
表
」
は
数
字
を
挙
げ
て
言
う
。 

　
食
品
一
つ
一
つ
、
そ
の
生
産
か
ら
、
加
工
・
包
装
、
貯
蔵
・

輸
送
・
販
売
、
消
費
、
廃
棄
物
処
理
・
再
利
用
ま
で
の
流
れ

の
な
か
で
投
入
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
、
そ
れ
に
よ
っ

て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
量
は
千
差
万
別
。
同
じ

イ
チ
ゴ
で
も
、
空
輸
さ
れ
た
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
さ

れ
た
り
し
た
も
の
と
地
元
で
露
地
栽
培
さ
れ
た
旬
の
そ
れ

と
で
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
肉
や
乳
製
品
の
生
産
・
加
工

に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
穀
物
や
野
菜
な
ど
に
較
べ
て

格
段
に
大
き
い
。
冷
凍
庫
と
冷
凍
食
品
の
生
産
か
ら
流
通

に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
冷
凍
庫
稼
働
中
の
消
費
電
力
、

然
り
。
慣
行
農
業
と
有
機
農
業
で
は
、
投
入
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
温
室
効
果
ガ
ス
の
量
だ
け
で
は
な
く
、
土
壌
や
地
下
水

ひ
い
て
は
海
の
汚
染
、
生
態
系
と
人
体
へ
の
影
響
の
度
合

い
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
そ
の
回
復
の
た
め
に
要
す
る
で

あ
ろ
う
資
源
や
費
用
、
時
間
。 

　
つ
ま
り
、「
気
候
に
や
さ
し
く
食
べ
る
」
三
原
則
は
、　 

●
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
を
食
べ
る 

●
地
元
産
の
、
旬
の
、
新
鮮
な
も
の
を
食
べ
る 

●
肉
を
減
ら
し
、
穀
物
、
野
菜
、
果
物
中
心
に
食
べ
る 

　
そ
れ
は
、
生
態
系
や
人
の
か
ら
だ
に
も
や
さ
し
い
食
べ

方
で
も
あ
る
。
そ
う
や
っ
て
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
空

輸
食
品
、
冷
凍
食
品
も
台
所
に
持
ち
込
ま
な
け
れ
ば
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
は
年
に
〇
・
九
七
ト
ン
。
さ
ら
に
肉
を

食
べ
な
け
れ
ば
、
〇
・
七
六
ト
ン
に
な
る
。
こ
れ
で
四
〇

〜
六
〇
％
の
削
減
が
で
き
る
。 

　
そ
の
気
さ
え
あ
れ
ば
、
い
ま
や
、
ド
イ
ツ
で
は
誰
で
も

が
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
ど
こ
の
町
で
も
、

近
郊
農
家
の
人
た
ち
が
季
節
の
作
物
を
並
べ
る
定
期
朝
市

photo: Erich Som
自転車に乗って
坊やに省エネラン
石油」を掲げて市
ゲン市長に当選
立って二酸化炭

野菜は裸のまんま手から手に、のテュービンゲン朝市風景。
有機農法推進・認証団体「デメータ」に加盟するブレージ
ベルク農場の店先にはいつも行列が 

食
卓
で
二
酸
化
炭
素
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
に
は
？
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が
開
か
れ
て
い
る
。
有
機
認
証
ラ
ベ
ル
付
き
商
品
専
門
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
有
機
農
場
の

直
売
所
、
有
機
認
証
団
体
加
盟
の
パ
ン
屋
や
肉
屋
も
各
地

に
あ
る
。
従
来
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
だ
っ
て
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
食
品
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
そ
の
ど
れ
か
に
、
徒

歩
や
自
転
車
で
、
編
み
か
ご
や
布
袋
、
リ
ュ
ッ
ク
を
持
っ

て
、
出
か
け
て
行
く
だ
け
だ
。 

     

　
ド
イ
ツ
の
食
の
市
場
状
況
は
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
で
大

き
く
様
変
わ
り
し
た
。
か
つ
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
と

言
え
ば
、
薄
暗
く
カ
ビ
臭
い
店
内
に
並
ぶ
限
ら
れ
た
品
揃

え
の
な
か
か
ら
選
ぶ
も
の
で
あ
り
、
店
主
も
客
も
手
編
み

の
セ
ー
タ
ー
に
草
木
染
め
の
ス
カ
ー
フ
な
ど
巻
い
て
革
の

健
康
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
た
「
ぼ
く
ら
、
ト
ー
フ
食
べ
て
る

ん
だ
も
ん
ね
」
風
の
人
た
ち
で
あ
り
、
店
内
に
は
、
仲
間

う
ち
的
空
気
が
濃
く
漂
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
嫌
っ
た
り
揶

揄
し
た
り
す
る
人
も
多
か
っ
た
。 

　
一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
に
な
っ
て
、
状
況
が
急
転
し

た
。「
み
ん
な
の
た
め
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
を
旗
印
に
掲
げ

た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
専
門
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
登
場

し
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
自
然
食
品
店
が
売
り
場
面
積
五

〇
〜
一
〇
〇
㎡
、
扱
い
品
目
数
二
〇
〇
〇
種
以
下
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
七
〇
〇
㎡
の
明
る
く
お
し
ゃ
れ
な
店
頭
に

三
〇
〇
〇
種
の
商
品
。
半
径
五
〇
㎞
以
内
の
契
約
農
家
か

ら
朝
露
付
き
で
運
び
込
ま
れ
る
季
節
の
野
菜
、
低
価
格
帯

の
基
本
食
材
。
高
級
総
菜
店
の
売
り
物
の
よ
う
な
ワ
イ
ン

や
チ
ー
ズ
、
そ
れ
ま
で
業
界
で
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た

冷
凍
食
品
や
半
調
理
食
品
ま
で
あ
る
。 

　
少
数
の
エ
コ
フ
リ
ー
ク
や
高
額
所
得
者
だ
け
で
な
く
、

ふ
つ
う
の
人
に
も
、
も
っ
と
お
い
し
く
質
の
高
い
も
の
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
。
需
要
を
伸
ば
し
安
定
的
な
買
い
付

け
を
保
証
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
有
機
農
家
や
食
品
加
工

業
者
、
慣
行
農
業
か
ら
有
機
農
業
に
転
換
し
よ
う
と
す
る

人
を
支
援
し
た
い
。
そ
れ
を
通
し
て
地
球
環
境
の
再
生
に

貢
献
し
た
い
。
そ
ろ
そ
ろ
運
動
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
重
し

か
ら
自
由
に
な
る
時
だ
。
合
理
的
な
経
営
で
買
い
や
す
い

価
格
設
定
が
可
能
だ
。
生
産
者
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
意
識
を
高

め
て
も
ら
お
う
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
好
き
な
人
も
こ
こ
に

来
て
「
お
っ
」
と
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
店
に
し
よ
う
。 

　
創
業
者
の
そ
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
志
向

や
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
（
ド
イ
ツ
で
は
流
行
り
そ
う
に
も
な
い
業

界
用
語
だ
が
、
実
態
と
し
て
は
す
で
に
あ
っ
た
）
志
向
の

生
活
者
に
ピ
ッ
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
各
地
で

こ
の
タ
イ
プ
の
店
の
出
店
ラ
ッ
シ
ュ
が
は
じ
ま
る
。
一
九

九
九
年
に
は
全
国
で
約
二
〇
店
舗
だ
っ
た
も
の
が
、
二
〇

〇
八
年
春
現
在
、
四
五
〇
店
舗
余
り
。
売
り
場
規
模
は
二

〇
〇
〜
一
六
〇
〇
㎡
、
扱
い
ア
イ
テ
ム
数
も
四
〇
〇
〇
〜

一
万
種
に
急
増
し
た
。 

　
チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る
一
〇
社
ほ
ど
の
主
要
企
業
は
い
ず

れ
も
、 

●
基
本
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
地
産
地
消
＝
地
元
生
産
者

と
の
フ
ェ
ア
な
協
同
関
係 

●
生
産
者
の
生
産
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
公
正
な
価
格
設
定 

●
仕
入
れ
基
準
は
、
最
低
で
も
Ｅ
Ｕ
エ
コ
食
品
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
後
述
）
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
よ
り
厳

し
い
生
産
基
準
を
持
つ
民
間
の
有
機
農
法
推
進
・
認
証

団
体
「
ビ
オ
ラ
ン
ド
」、「
デ
メ
ー
タ
」、「
ナ
ト
ゥ
ア
ラ
ン

ド
」
に
加
盟
す
る
生
産
者
の
商
品
を
優
先 

●
バ
ナ
ナ
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
な
ど
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体

を
通
し
て
仕
入
れ 

●
店
頭
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
な
ど
に
よ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
・
食
品
の
広
報
活

動
、
対
顧
客
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実 

●
地
域
住
民
へ
の
安
定
的
な
職
場
提
供 

●
従
業
員
に
対
す
る
農
業
、
加
工
、
商
品
、
認
証
な
ど
に
つ

い
て
の
継
続
的
教
育 

●
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
・
食
品
普
及
の
た
め
の
業
界
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
を
標
榜
す
る 

　
実
践
内
容
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
は
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
の
基
本
だ
。

商
品
の
簡
易
包
装
も
有
料
レ
ジ
袋
も
常
態
化
し
て
い
る
た

め
、
こ
こ
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
一
〇
〇
％
再
生
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
小
型
水
力
発
電
）
に
よ
る
電
力
利
用
、

エ
コ
建
材
と
リ
サ
イ
ク
ル
建
材
に
よ
る
内
装
な
ど
、
環
境

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
も
あ
る
。 

　
社
会
的
活
動
と
し
て
は
、
保
育
・
教
育
施
設
支
援
（「
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
温
か
い
昼
食
」
提
供
、
割
引
価
格

で
の
納
入
、
ス
タ
ー
料
理
人
に
よ
る
「
ア
ン
チ
暴
力
・
料
理

オーガニック・スーパーマーケットの店内。食品だ
けでなく洗剤やサニタリー用品のコーナーの品揃
えも充実している 

み
ん
な
の
た
め
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

食育の時代と社会の役割 特 集
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CEL

調
査
・
執
筆
業
。
一
九
四
五
年
福
井
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
文
学

部
フ
ラ
ン
ス
文
学
専
修
卒
業
。
七
七
年
雑
誌
・
書
籍
の
編
集
、
市

場
調
査
、
商
品
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
を
業
務
と
す
る
個

人
事
務
所
を
開
く
。
九
一
年
か
ら
は
南
ド
イ
ツ
・
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ

ン
市
に
居
住
し
、
生
活
の
質
・
住
宅
政
策
・
環
境
問
題
な
ど
に
関

す
る
調
査
研
究
、
日
本
企
業
向
け
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
出
版
物
・
エ

コ
製
品
情
報
提
供
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
環
境
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

視
察
旅
行
の
企
画
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
執
筆
な
ど
を
手
が
け
る
。 

　
森
　

惠
（
も
り
・
め
ぐ
み
） 

朝
露
付

で
運
び
込

れ

季
節
の
野
菜

低
価
格
帯

の
基
本
食
材
。
高
級
総
菜
店
の
売
り
物
の
よ
う
な
ワ
イ
ン

や
チ
ー
ズ
、
そ
れ
ま
で
業
界
で
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た

い
生
産
基
準

持
つ
民
間
の
有
機
農
法
推
進

認
証

団
体
「
ビ
オ
ラ
ン
ド
」、「
デ
メ
ー
タ
」、「
ナ
ト
ゥ
ア
ラ
ン

ド
」
に
加
盟
す
る
生
産
者
の
商
品
を
優
先 

　
社
会
的
活
動
と

て
は

保
育

教
育
施
設
支
援
（「
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
温
か
い
昼
食
」
提
供
、
割
引
価
格

で
の
納
入
、
ス
タ
ー
料
理
人
に
よ
る
「
ア
ン
チ
暴
力
・
料
理

教
室
」
開
催
な
ど
）
と
開
発
途
上
国
支
援
（
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
、
有
機
農
業
へ
の
転
換
支
援
な
ど
）。
大
学
や
研
究
機
関

へ
の
助
成
と
Ｒ
＆
Ｄ
（Research and D

evelopm
ent

）

交
流
を
進
め
る
企
業
も
あ
る
。 

      

　
ト
レ
ン
デ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
っ
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
そ
れ
を
後
押
し
し
た
要
因
の
ひ

と
つ
に
、
二
〇
〇
一
年
秋
に
導
入
さ
れ
た
国
の
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
食
品
認
証
制
度
「
Ｂ
ｉ
Ｏ
（
ビ
オ
）」
が
あ
る
。
政
府

の
無
責
任
な
狂
牛
病
対
策
を
は
じ
め
、
農
業
と
食
品
に
ま

つ
わ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
相
次
ぐ
な
か
で
、
新
し
く
就
任

し
た
消
費
者
保
護
・
食
糧
・
農
業
大
臣
が
「
現
在
は
三
％

の
有
機
農
法
の
全
耕
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
二
〇
一
〇

年
に
は
二
〇
％
に
す
る
」
と
宣
言
、
同
時
に
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
農
業
・
食
品
の
底
辺
を
広
げ
よ
う
と
の
意
図

の
下
に
制
定
し
た
も
の
だ
。
そ
の
認
証
基
準
は
、
一
九

九
一
年
発
効
の
Ｅ
Ｕ
有
機
農
業
・
食
品
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
日
本
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
と
等
価
性
を
持
つ
）
に

準
拠
す
る
。 

　
ド
イ
ツ
の
有
機
農
業
は
一
九
二
〇
年
代
に
そ
の
動

き
を
見
せ
始
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
各
地
で
取
り

組
む
人
が
増
え
る
と
と
も
に
、
い
く
つ
も
の
団
体
、
そ

し
て
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
結
成
さ
れ
た
。
試
行
錯

誤
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
・
認
証
の
自
主
基
準

を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
各
団
体
は
、
同
時
に
、
そ
れ
を

認
め
さ
せ
る
た
め
の
国
や
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
ロ
ビ
ー
活

動
や
消
費
者
に
向
け
て
の
広
報
活
動
も
展
開
し
た
。
そ
の

結
果
、
Ｅ
Ｕ
有
機
農
業
・
食
品
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
各
団
体
の
自
主
基
準
を
た
た
き
台
に

Ｅ
Ｕ
加
盟
各
国
間
の
政
治
的
調
整
を
経
た
上
で
の
そ
れ
は
、

ミ
ニ
マ
ム
な
約
束
ご
と
で
あ
る
。「
Ｂ
ｉ
Ｏ
」
認
証
基
準
も
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
民
間
団
体
の
自
主
基
準
よ
り
ゆ
る

や
か
な
も
の
と
な
り
、
あ
い
ま
い
な
表
現
も
目
立
つ
。
買

い
入
れ
飼
料
や
添
加
物
な
ど
の
許
容
範
囲
は
広
く
、
先
送

り
さ
れ
て
い
る
規
定
も
多
い
。
そ
の
た
め
、「
底
辺
を
広
げ

る
」
と
い
う
制
定
当
初
の
意
図
通
り
の
状
況
に
近
づ
き
は

し
た
が
、
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
上
し
て
き
た
。 

　
日
に
一
九
ア
イ
テ
ム
の
割
合
で
続
々
店
頭
に
登
場
す
る

「
Ｂ
ｉ
Ｏ
」
認
証
商
品
（
二
〇
〇
八
年
一
月
現
在
の
総
数
四

万
五
千
種
）。
価
格
が
下
が
り
、
商
品
選
択
の
幅
も
広
が
っ

た
、
が
、
ラ
ベ
ル
を
信
頼
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
消
費
者
の
戸
惑
い
。 

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
全
体
の
売
り
上
げ
は
、
毎
年
、
前

年
比
二
桁
増
で
伸
び
つ
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
、

肝
心
の
農
業
の
ほ
う
に
十
分
に
還
流
し
て
い
か
な
い
。
市

場
の
拡
大
に
つ
れ
、「
よ
り
多
く
、
よ
り
速
く
、
よ
り
安
く
」

と
い
う
例
の
モ
ッ
ト
ー
が
入
り
込
ん
で
き
た
。
大
量
買
い

付
け
を
条
件
に
生
産
者
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
要
求
す
る
大
手

流
通
。
民
間
団
体
を
脱
退
し
て
敷
居
の
低
い
「
Ｂ
ｉ
Ｏ
」

認
証
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
自
主
基
準
の
ほ
う
に
流

れ
た
り
、
手
っ
取
り
早
い
ノ
ン
フ
ー
ド
農
業
に
転
換
し
た

り
す
る
農
業
者
。
品
揃
え
と
価
格
面
で
対
抗
で
き
な
い
小

規
模
専
門
店
の
倒
産
、
閉
鎖
も
目
立
つ
。
い
ず
れ
、
地
元

産
だ
け
で
は
な
く
国
産
の
手
当
も
つ
か
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
、
輸
入
に
頼
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
、
と
の
危
機
感
も
深
ま
っ
て
い
る
。 

　
が
、
農
を
基
盤
に
置
く
こ
の
業
界
の
人
た
ち
は
、
個
人
の

力
と
、
人
と
人
が
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
そ
の
両
輪
あ
っ
て
の

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
が

あ
っ
て
、
有
機
農
業
も
こ
こ
ま
で
き
た
。
そ
し
て
、
た
と
え
都

会
生
活
者
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
国
の
人
の
多
く
は
、
農
村
風

景
の
美
し
さ
や
そ
こ
で
味
わ
う
も
の
の
お
い
し
さ
を
身
近
に

体
験
し
て
育
っ
て
い
る
。
食
を
め
ぐ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
健

康
を
取
り
戻
す
の
は
時
間
の
問
題
に
ち
が
い
な
い
。 

独自の教育思想に基づいて幼稚園から高校まで一貫教育を行
う私立シュタイナー学校。１年生から10年生（高校１年相当）まで、
週２回、畑仕事・造園の授業がある。年齢に応じた労働をしなが
ら土や植物、気象などについて学び、有機農法の流れを習得する。
収穫した小麦でパンを焼く、リンゴジュースをつくる、野菜や苗を
近所の人に直売する、といった活動も生徒主体で行う。９年生は
３週間の農場住み込み実習も。写真は野菜の苗床づくりに忙し
い６年生 

「
よ
り
多
く
、
よ
り
速
く
、
よ
り
安
く
」
を

越
え
る
た
め
に
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